
５－１ 石川県における里山里海を中心とした地域活性化の取組事例 

 
● 石川県による「いしかわ里山創成ファンド事業」や金沢大学による「里山マイスター育成」など、経

済や産業、人材育成の側面から、里山里海を活用維持する取組への支援が行われている。 
 

１．県による取組 

「里山創成室」を中心とした里山里海の保全活用促進の取組 

石川県は 2011 年４月より、新たな部署として環境部内に里山創成室を設立し、里山里海に関する施策の総合

的な企画及び調整に関すること、ならびに里山里海の利用保全に関することを進めている。 
 
■里山創成室の施策体系・主要施策 ＜石川県生物多様性戦略ビジョンの中期目標に対応＞ 

(1)里山里海における新たな価値の創造（里山チャレンジ支援事業、里山里海ミュージアム創造支援事業 他） 
 
(2)多様な主体の参画による新しい里山里海づくり（いしかわ版里山づくりISO推進事業、里山の森づくりボランティア

推進事業 他） 
(3)森・里・川・海の連環に配慮した生態系の保全 
 
(4)多様な人材の育成・ネットワークの推進（新しい里山創造人材育成事業 他） 
 
(5)積極的な種の保存と適切な野生生物の保護管理 
 
(6)生物多様性の恵みに対する理解の浸透（里山里海スーパースクール推進事業、いしかわグリーンウェイブ2011 他）
 
(7)国際的な情報の共有と発信 
 

 

 

いしかわ里山創成ファンド事業 

 
 

■公募事業 

1 里山里海の資源を活用した生業（なりわい）創出の支援 

特産品づくり、商品施策、モデルツアー 等 

2 里山里海地域の振興 (1)里山里海を元気にするイベント支援 

地域住民が主体となる団体等への支援 

2 (2) 里山の資源循環モデルの構築による地域起こし 

CO2 削減モデル（マイクロ水力、光エネルギー等）、資源循環（竹材の活用等） 

2 (3) 里山景観の創造 

地域住民のコンセンサス形成、景観保全再生（黒瓦への葺き替え、周囲に馴染む板張 

への張り替え） 

 

２．金沢大学などによる人材育成の取組 

 

「里山マイスター」養成プログラムの取組 

 
金沢大学では、奥能登地域において地域の活性化を目指し、環境に配慮した農業の担い手など地域活性化を担

うリーダーを育成する「能登里山マイスター養成プログラム」を 2007 年から始めている。養成対象は社会人

で、２年間のカリキュラムで講義と実習を通して、環境配慮型農業や農産物に付加価値を付けるノウハウ等に

ついて学ぶ。2012 年３月までに 60 人以上の里山マイスターを養成することになっている。 
 

 
 

 
 

 出典：「能登里山マイスター」養成プログラムホームページ 
http://cr.lib.kanazawa-u.ac.jp/meister/modules/tinyd7/ 

出典：石川県環境部里山創成室ホームページ 
http://www.pref.ishikawa.lg.jp/satoyama/index.html 

2011 年、県と地元金融機関

で基金を造成し、その運用益

により事業を行うことで、元

気な里山里海地域の創成を

図る。 
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